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2. 世帯主の年間収入五分位階級別に関する検討

河野光子・前田 弘＊

1. はしがき

 この一連の報告は家政学の教科を担当する背景情報として学生が育った期間に起こった

経済変動か学生に及ぼした影響を調べることを目111c］とする. その第一歩として. 1980年から1997

年目での「家計調査年報」に見られる勤労者世帯における世帯主の年齢階級別の1世帯当たり

年平均1か月の項目別支出に関する資料を分析し. 学生は入学年次によって異なった影響を受

けている可能性が示唆された. すなわち現在の学生はバブル経済崩壊による小学校の高学

年から始まった被服に当てられた支出の伸びの低下の印象を持っているだろう. しかし. 今後

入学してくる学生はそれよりも小学生時代以来続いている食料に当てられた支出の仲ひの低下

の印象を強く持っていると考えられる. t ;'

 経済変動の影響は世帯の収入のランクによって当然異なる. この問題を調べるために同じ

資料に含まれる年間収人五分位階級別の資料を分析し、次のことが分かった:(1)バブル経済

崩壊の影響は収人階級が低い世帯ほどユ見ればじめるのか遅かったけれども程度は大きかっ

た. (2)その影響はいずれの二人階級の世帯においても被服に当てられた支出に関して最も早

く、しかも強く現れ一部の収入階級の世帯では. 家具と食料に当てられた支出にも現れた. 

〔3)しかし住居に当てられた支出はバブル経済崩壊後も引き続いて上昇を続けた. (4)住

居に当てられた支出を除く生活の基本項Elに当てられた支出における仲ぴ率(蝿/)Moただし期

は'97年における支出撫は『80年における支出とする)は1。5以下であった. しかし教育に

当てられた支出における伸び率は他とかけ離れて高かった(1. 99-2. 51)ことは注目に値す

る. 

 また消費支出の増加のうちで教育に当てられた支出の増加が占める割合は他の項日に当

てられた支出の増加の割合よりも大きいことと併せそれらの影響が地方の中都市にある短期

大学に及ぼす影響の可能性についても言及した. その過程について段階を追って記す. 

ゆ水産大学校名誉教授
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2. 材料および方法

 分析に用いた資料は. 1980年から¶97年までの各年の家計調査年報z)の中の第4表('82年以

後は第5表)「年間収入五分位・十分位階級別1世帯当たり年平均1か月間の収人と支出(勤

労者世帯)」である. 

 この資料は. 勤労者世帯における1か月当たりの消費支出並びに食料・住居・光熱水道(以

後光熱と略す. 以下同様)・家具家事用品(家具)・被服履き物(被服)・保健医療(保健)・

交通通信(交通)・教育及び教養娯楽(教養)の10項目の各々に当てられた支出よりなり

世帯は. 世帯主の年間収入五分位階級及び十分位階級によって分けられている. 本報ではこ

れらのうちの五分位階級に分けられた資料を用いた. なおこの階級を回報では1からVで表

す. 収入の度数分布は. モードが低い方にありt高い方に尾を引いた型をとるので各階級の

収入の幅は階級によって異なり階級1から皿まで一特にIH一では狭く. 階級WとVでは

広い. また一般にこの一連の研究で扱ったt80年から97年までの18年間に収入は(歴)年に

従って増加したので同じ階級でもそれに含まれる収入の範囲は年とともに上昇する. 

 二二と同様これらの資料を用いて次の分析を行った:(1)各収入階級の世帯によって同一

項目に当てられた支出の経年変化に関する主成分分析(項目別支出の分散・共分散行列ベー

ス及び相関係数行列ベース〉. (2)同一収入階級の世帯によって各項目に当てられた支出の経

年変化に関する主成分分析(収入階級別)及び(3)各収入階級の世帯によって各項目に当て

られた支出の(暦)年に対する1次及び2次回帰分析及び消費支出に対する1次回帰分析. 

3. 結果及び考察

3. 1同一項目に対して各収入階級の世帯によって当てられた支出の経年変化に関する主成分

  分析(項目別支出の分散・共分散行列ベース及び相関係数行列ベース)

 これは資料を項目別に分け、同じ項目に関する5変数(収入階級)×i8年のデータを用いた

分析である. 同一こ口に当てられた支出の経年変化に見られる異なる収入階級問の共通性と違

いを抽出することを目的とする. 分散・共分散行列をベースとした分析による因子得点の経年

変化を図1に相関係数行列をベースとした分析によるそれを図2にこれらの分析によって

得られた第1主成分と第2主成分の因子負荷量を図3に示す. 分散・共分散行列をベースとし

た光熱・家具及び教育に当てられた支出に関する計算と相関係数行列をベースとした光熱と

家具に当てられた支出に関する計算において第2主成分の因子負荷量の符号が反転したので. 

これらに関する分目では. 第2主成分の因子得点と因子負荷量の符号(縦軸の上下)が反対に

なっている. 
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3. 1 . 1 因子得点の経年変化(図1及び図2)

 分散・共分散行列をベースとした分析と相関係数行列をベースとした分析ではほとんど同

じ結果が得られた. 

 図】に示すように第1主成分の因子得点の経年変化の傾向によって本報で扱った10の:項

目は3つのグループに分けられる. 第1のグループは(歴)年に対して支出がほぼ直線的に増

加した項目で住居・光熱・保健及び交通がこのグループに属す. 第1主成分の寄与率は0. 95

以上でありこれらの項目に当てられた支山の経年変化はこの傾向だけで表示できる. すな

わちこれらの項目に当てられた支出はバブル経済崩壊後においても引き続いて増加したと

みなせる. 

 第2のグループは支出が1991年までは年に対してほぼ直線的に増加したがその後は減少

に転じた項目で食料・家具及び被服がこのグループに属す第1主成分の寄与率はO. 76から

0. 95で. 他のグループにおけるそれに比べて低い、これらの項目に当てられた支出では. バブ

ル経済崩壊の影響がはっきりと見られる. 食料と被服に関する第2主成分の因子得点は93年

に高い. 食料に当てられた支:出に関してt第2主成分は次の傾向を示唆する:支出の増加が'93

年まで続いた収入階級がありそのような収入階級の世帯では支出はその後他の収入階級の

世帯におけるよりも著しい減少を示した. 各変数(収入階級)の因子負荷量を示す図3によれ

ばこの傾向は収入階級1の世帯において著しい. すなわち世帯主の年齢に従って収入階級

が上がるとすれば現在の学生に比べて今後人学してくる学生はバブル経済崩壊の影響を受

けるのが遅かったがその程度は強いと考えられる。被服に当てられた支出に関して. 図2と

図3によればt収入階級1とll一特に階級T一の世帯では.  tg3年以後支出の仲びが少な

いか支出が減少した. 

 第3のグループは両者の中間型で支出は91年まで年に対してほぼ直線的に増加し以後

はほぼ同じ水準を保った. 消費支出・教育及び教養の3項日がこのグループに属す. これらの

項目に関する第1主成分の寄与率はO. 95を越えるのでtこれらの項目に当てられた支出の経年

変化の傾向は. 第1主成分の因子得点のそれだけで表示できる. 

3. 1. 2 因子負荷量(図3)

 以上の記載は主に各収入階級の世帯によってそれぞれの項目に当てられた支出の経年変化

に見られる共通性である. 本報告の主な目的の一つはそれぞれの項Hに当てられた支禺の変

動傾向に見られる収入階級間の差を見いだすことである. しかし各項目に関して第1主成分

の寄与率が1に極めて近いのでもしこのような差があったとしても実際には極めて小さい. 

ただし特定の収入階級の世帯だけにおいて変動傾向が異なるために. 寄与率の1からの差が
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図1. 各収入階級の世帯によって同一項目に当てられた支出に関する項目別主成分分析で得られた因子
   得点の経年変化(分散・共分散行列ベース). 

    注 縦軸は因子得点. 横軸は(歴)年最初は1980年
      カッコ内の数値は各主成分の寄与率. 

一24一



勤労者1｛1滞における消t('？支出σ)動向 2

消費支川

食料

一
■
「

軸

 o

-2

-4

第1主成分

  ω. ｛夢フult

一
 
 
 
 
、

一
第2. Lぴ戎二■7＞

2F
i
I

一 i一一

旨〔痴ア

＋T t
y)t'ts］

'

o 」
匿ゆ:｝

住居

光熱

家具

2
0
つ
鯉
2Sl・

 o
一一
@2. 5

L一一

       1
 可。. り59)      o. . s

 一一      ()

     -噂rD. 5

iQOX;

被服

保健

Z
O
2
4
う
・
 
0
2

「
. ・一一

 o一. s

 o
一 O. 2S

.  一一i. 

iil-f一

1
:

tO S60｝

｛09h三)

0

1

一t

A . 一！一. . 一

  ｛OOI2＋

交通

2

0
2

 
一

｛)tlTl

卜
1
 
 
0

O5

)〔

L
to toa 1

教育

一1〕・51一

     ‘'lit

    -05t

浬㎝1
    . 。lli二

i. li' mlrl｝/i

一一 @‘1

 21

     ユ

教養   o

    -2

L. ＋. 

tt)(1tlIT

. 一ttio:一

D

F
I
I
I
o
l

tOOj・け

1〔1くじ(D｝

図2. 各収入階級の世帯によって同一項目に当てられた支出に関する項目別主成分分析で得られた因子
   得点の経年変化(相関係数行列ベース). 

     注 縦軸は因子得点. 横軸は(歴)年. 最初は1980年

       カッコ内の数値は各主成分の寄与率. 
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図3. 各収入階級の世帯によって同一項目に当てられた支出の経年変化に焦する項目別主成分分析で得

   られた因子負荷量の収入階級による違い. 
     注 両軸は±1横軸は第1主成分の因子負荷量縦軸は第2主成分の因子負荷量

       ●につけたローマ数字は収入階級の番号. 
                                        (次頁につづく)
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(図3のつづき)
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生じたとすればその階級を指摘できる可能性は残されている. この点を確かめるために各

収入階級の世帯による支出に対する第lt成分と第2主成分の因子負荷量を図3に示した. 

 先に記したように. 分散・共分散行列をベースとした光熱・家具及び教育に当てられた支出

に関する計算と相関係数行列をベースとした光熱と家具に当てられた支出に関する計算にお

いて、第2主成分の因子負荷量の符号か反転したのでこれらに関する二二では第2‘Li';. 成分

の因子負荷景の符号(縦軸の. ヒ下)が反対になっている. 

 この図から. いずれの行列をベースとした計算においても食料と被服に当てられた支出の

経年変化について第2寸乱成分の影響一バブル経済崩壊・複合不況による'9.  1-93年以後の支

1:li減少一が収入階級1の世帯に関して示1唆される. すなわちバブル経済崩壊の影響は収

入が最も低い階級の田:帯において. 食料と被服に当てられた支出に現れた. しかし. この主成

分の寄与率は小さく. しかもこの項Hに関する第2巾成分の因予負荷吊の絶対値も小さいので

実際のデータにおける支出の減少は小さい. 

3. 2 同一収入階級によって各項目に当てられた支出の経年変化に関する主成分分析(収入階

  級別支出の分散・共分散行列ベース及び相関係数行列ベース)

 バブル経済崩壊・複合不況の影響が食料・家具及び被服に当てられた支出に現れその現れ

方が収入階級によって異なる1. ll'能性が項日別の分析(3・1)によって明らかになった. この

点をさらに追求するために先の分析で用いた資料を収入階級別に組み替えてそれぞれの収

人階級の世帯による消費支出を除く9項1. 1×18年のデータに関して1司様な分析を行いその結

果を図4から図6に示した. 図4の収入階級IVの第2主成分に関する分断と図6におけるJl筆

入階級【Vに関する分図では縦軸の上下は反対になっている. 

3. 2. 1 因子得点の経年変化(図4及び図5)

分散・共分散行列を計算ベースとした分析の結果を示す図4から次のことが分かる:

1年とともに因子得点のL昇する傾向か第1主成分として. また91-93年まで因子得点が

 上昇し以後は下降する傾向が第2主成分としてすべての収入階級の世帯に関して見ら

  れた. 

2. 第1主成分の寄与率は0. 82からO. 93まで収入階級力i上がるに従って上昇し第2†成分の

 寄与率は0。］5画面O. 04まで収入階級が上がるに従って低下した. また第2主成分の因子

  得点のピークは低い所得階級の世帯におけるほど遅い、すなわちバブル経済崩壊・複合

  不況の影響によると考えられる項目別支出の低下は収入の低い階級の世帯におけるほど

  遅れて現れたが. 程度は大きい. 9項［1×18年のデータに含まれる変動情報の80％までを

  扱うとすれば第2主成分が示す傾1ililは考えなくてもよいしかし90％までを扱うとす
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図4. 同一収入階級の世帯によって各項目に当てられた支出に関する収入階級別主成分分析で得られた
  因子得点の経年変化(分散・共分散行列ベース). 

    注 縦軸は因子得点横軸は(歴)年. 最初は】980年
      カッコ内の数値は各主成分の寄与率. 

  れば収入の低い階級の世帯では考えに入れなければならないが少なくとも階級WとV

  の世帯では考えなくてよい. 

相関係数行列を計算ベースとした分析一項1. 1ごとの平均と変動の幅に差があるにもかかわ

らずt各項1＝1を等価値で扱った分析一では結果は多少異なるその結果を示す図5から次の

ことが分かる:

1第1主成分の因子得点が年とともに上昇する傾向はいずれの収入階級の世帯においても

  '91一髄93年でほとんど11:. まり. 以後の傾向は収入階級と関連を持って変化した:収入階級

  1の世帯では低下し中間の収入階級では同じ水準を維持する傾向がみられ階級】VとV

  の世帯では上昇が鈍る傾向が見られた。

2. この主成分の寄一与率は0. 80から0. 86まででt階級Vの世帯を除くと階級が一ヒのlll！帯におけ

  るほど僅かずつ上昇する. 9変数X18年のデータに含まれる項1・1別支出の経年変化に関す

  る情報の8〔〕％までを考えるならばこの主成分の因子得点か示す変動傾向以外は考えなく
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図5. 同一収入階級の世帯によって各項目に当てられた支出に関する収入階級下主成分分析で得られた
   因子得点の経年変化(相関係数行列ベース). 

    注縦軸は因子得点横軸は(歴)年. 最:初は1980年
      カッコ内の数値は各主成分の寄与率. 

  てよい. 

3. 第2主成分の寄与率は収入が低い階級の世帯におけるほど高く因子得点の低下が始ま

  る年が遅れる. これは分散・共分散行列をベースとした三三結果と一致する. 

3. 2. 2 因子負荷量(図6)

 この分析の主な日的の1つはバブル経済崩壊の影響が現れる項目が収入階級によって異な

るかどうかを検討することにある. これは第1主成分と第2主成分の因子負荷量を示す図6か

ら見いだされる. 因子負荷量を示す図6においても収入階級Wに関する分散・共分散行列を

ベースとした計算結果を示す分図において第2主成分の因子負荷量は正負が反対になってい

る. 先に記したように年に従って支出が増加する傾向を示す第1主成分の寄与率は。. 80以上

でありバブル経済崩壊の影響を示すと考えられる第2主成分の寄与率は0. 20以下である. し

たがって. 支出の経年変化はあくまでも年に対する直線的な増加が基本で第2主成分はそれ
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図6. 同一収入階級の世帯によって各項目に当てられた支出に関する収入階級別主成分分析で得られた
因子負荷量の項目による遠い. 

  注 両軸は±1横軸は第1主成分の因子負荷量
    ●につけた文字は項［名の略称. 

縦軸は第2主成分の因子負荷量
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からのずれを表示するに過ぎない. 図6から次のことが分かる:

1. 第1主成分の因子負荷量が負の値をとる一年に伴って支出が減少した一項目は. いず

  れの収入階級の世帯でも見られなかった. すなわち. 本報告で扱った18年間における支出

  はすべての項目に関していずれの収入階級の世帯でも増加した. 

2項目間の因子負荷量の差は丁第1主成分に関するよりも第2主成分に関してはっきりと

  見られる、

3. 第2主成分の因子負荷最は. いずれの収入階級においても被服に当てられた支出に関し

  て最も大きい. すなわち日報に記したこの項Hに関する学生への影響はすべての収入

  階級の世帯において見られた. 

4. 第2主成分の影響が次に強く現れた項目は食料でこの影響は収入階級mまでの世帯では

  階級が低いほど著しく. 階級IVと階級Vの世帯ではほとんど目立たない. すなわち三二

  主の年齢が低いほどjl又入階級が低いとすれば前報に記したように今後人学してくる学

  生は小学生時代以来食料に当てられた支川がわずかずつながら減少を続けた印象を持って

  いる可能性が. この分析によっても抽出できた. 

5. 収入階級IVを除く各階級の世帯において第2主成分の影響が食料に当てられた支出に次

  いで大きいのは家具に当てられた支出である. 

6. バブル経済崩壊後も支出が引き続いて増加した傾向を示す項目があればそれは第2主成

  分の因子負荷量が負の値として現れる. この傾向は階級Vを除くすべての階級の世帯にお

  いて住居に当てられた支出に関して最も著しい. バブル経済崩壊以前にローンを組んで住

  宅を建てたとすればバブル経済が崩壊して収入か減ってもこの二日に当てる支出を減

  らせないことを示唆する. 

7. 光熱・交通・保健・教育及び教養に当てられた支出に関する第1主成分の因子負荷量が1

  に近いのでそれらは年とともに上昇を続けたことがことが分かる. 

   すなわち公共料金の影響か強いと考えられるこれらの項目に当てられた支出はバブ

  ル経済崩壊後も引き続いて増加した. 教養に当てられた支出に関しても同様な傾向が認め

  られた. 

3. 3 各項目に当てられた支出の年または消費支出に対する回帰分析

3. 3. 1 年に対する1次回帰式

 それぞれの三人階級の世帯によって各項口に当てられた支出は年に対してほぼ直線的に増

加する傾向がこれまでの主成分分析によって分かった. これらの分析は. 各変数の変動傾向に

見られる共通性と違いを引き出す方法である. しかし. 増加の程度は収入階級と項目によって
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当然異なる. この違いは他の方法を用いて抽出しなければならない. その手始めとして各収

入階級の世帯によって各項Hに当てられた支出の年に対する1次回帰式を求め表ユに示した. 

この表から次のことか分かる:

 収入階級Vの世帯によって家具に当てられた支出を除くtすべての1次回帰式は有意とみな

され食料・家具及び被服に当てられた支出以外では相関係数は著しく高い. 

 各収人階級の世帯によって各項目に当てられた支出の年に対する1次b11帰式から'80年と'97

年における支出を求め項目及び収入階級の間に見られるこの18年間の支出の伸びの違いを

'97年の値のt80年の値に対する比率(勤/知. ただし期は'97年における支出 Ye。はt80年にお

ける支出とする)として表した. この比率を本報では伸び率と呼び、表1に付記した. それぞ

れの年における支出金額は原資料に記載されている. しかし年ごとの変動を平滑化して傾向

を見るためここでは1次回旧式によって求めた値を用いた. なおT収入の低い階級の世帯に

よって食料・家具及び被服に当てられた支出はバブル経済崩壊の影響により年に対して2

次の関係を示す可能性が高いがこれらに関する1次回帰式の大部分はO. OIの水準で;有意とみ

なせるので同様に扱った. この伸び率に関して次の傾向が認められた:

L伸び率は異なる収人階級でも同じ項目では近い値をとり収入階級問の差に比べて項目

  間の差が大きい. 

2. 支出二日は. その伸び率によって次のように分けられる:大部分の収入階級において

  L25以下一食料・被服 1. 25～1. 5一光熱・家具 L5～1. 75一なし

  1. 75・一2. O一保健・交通・教養t 2. 0以上一住居・教育. 

   住居を除く生活の基本項目における伸び率はL5以下であるが教育に当てられた支出

  の伸び率か最も高いこと(1. 99-2. 51)は。三日に値する

3. 支出項目は仲び率と収入階級との関係によって次のように分けられる:

    収入が多い階級におけるほど高い(格差が広がる〉  食料

    中間の階級において最高値が見られる   m 被服・光熱・保険

                        IV 住居・家具・交通・教育

    収入が多い階級におけるほど低い  (格差が狭くなる)  教養

 すなわち大部分の項目に関して仲び率が高かったのは. 収入階級皿かWの世帯であった. 

 次に各項目に当てられた支出について'80年に比べて収入階級間の格差か広がったかど

うかを見るために. '80年とtg7年における収入階級1の世帯による支出に対する収入階級Vの

世帯による支出の倍率を求めた、本報ではこの倍率を便宜上収入階級比と呼び表1に付記し

た収入階級比に関して次の傾向が認められる:

1、収入階級比の概略の値は項目によって異なり. '80年1こおける収人階級比と'97年における

一 3Jr
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  それの差は、項目間の差に比べて小さい. 

2. Il胴乱階級比によって二日は次のように分けられる. なお'97年における収入階級比が80

  年におけるそれよりも大きい項目(格差が広がった項口)は太字で示した:1以下(収入

  が多い階級ほど支出が少ない)一住居. 約1. 5一食料・光熱・保健. 約2一家具・

  交通約2. 8一被服・教養3以上一教育. 

 すなわち. 生活の基本のうちの食と住では2倍以下であり. 支出の階級による差は. 主に被

服・教養及び教育に向けられた。なかでも教育に対するt80年における収入階級比は3. 59と

他からかけ離れて大きかったが97年では4. 15とさらに大きくなった. すなわち教育に関

する支出では'80年でもすでに収入階級間の格差が大きかったが'97年にはさらに広がったこ

とになる. しかし. 一般に収入は世帯主の年齢とともに上昇し. したがってその収入階級も上

がる. 収入階級1とUに属すIU:帯では子供は主に学齢前か小学生であり、子供が高校生か大

学生になる頃には大部分の世帯は活人階級が皿以上になるとすれば. 収入階級の上昇に伴う教

育の当てられた支出の増加一すなわち収入階級比が大きい一のは当然である

3. 3. 2年に対する2次回帰式

 いずれの行列をベースとした主成分分析においても各項目に当てられた支出は年に対して

直線的な増加を示すことが第1主成分として抽出された. この傾1句は年に対する1次回帰分

析(3・3・Dでは収入階級Vの世帯によって家具に当てられた支出を除き年に対して有意と

みなせる回帰関係にあったことによって裏付けられた. 他方では. いずれの主成分分析におい

ても91年以後食料・家具及び被服に当てられた支出が減少した傾向が第2主成分として

抽出された. この主成分の寄与率は項目によって多少異なるがいずれにしてもあまり大きく

ない. その因子負荷量は項目と収人階級によって異なるので同じ項目に関してもその影響を

無視してよいかあるいは無視できないかは項目と収入階級によって異なるaこの点を調べるた

めに支出の年に対する2次回帰式を求めた. 2次回帰項と2次回帰式がともに有意とみなせる

場合を2次の関係にあるとみなすと. 食料・家具及び被服に当てられた支出はt年に対して上

に向かって凸の2次の関係にあるとみなせる. すなわち各収入階級の世帯によってこれらに

当てられた支出はバブル経済崩壊後減少した. これらの回帰式から支出が最大になる年を求め

表1に付記した. この値によるとtバブル経済崩壊による支出の減少が最も早く現れたのは. 

被服に当てられた支:出で'90年には現れた. 減少は次に家具に当てられた支出に現れた. 

しかし現れた年は収入階級によって異なる. 最も遅く現れたのは. 食料に当てられた支出で. 

収入階級Hの世帯を除くと'94年からtg6年までの問で収入か多い階級の世帯におけるほど

遅く現れた. 

 住居に当てられた支出は5階級中4階級において. 年に対して2次の関係にあるとみなせる
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か、2次項は正であり. 年に対して直線的よりも大きな増加を示した. その他の項目に関しで

いくつかの収入階級の世帯による支出は年に対して2次の関係にあるとみなせる. それらの大

部分では2次項は負であり支出が最大を示す年はここで扱った期間以後に当たり年に対し

て直線的増加よりも増加が鈍ったことを示したすなわちF、:の欄に'またはを付けた

三日ではバブル経済崩壊によって支出が減少したとみなせないか増加の鈍化を示1唆してい

る. 

3. 3. 3 消費支出に対する1次回帰式

 各項目に当てられた支出は当然消費支出の額と関係がある. この点を明らかにするために

それぞれの収入階級の田:帯によって各項日に当てられた支出の消費支出に対する1次回帰式を

求め表1に示す. 前報に用いた世帯の階級は、世帯主の年齢によって分けられていた三人

あるいは消費支出は世帯主の年齢に従って増加すると考えられるが. 同一年齢階級の世帯の間

でも収人は世帯によってある程度の差があると考えられる、しかし、本丁に用いた資料では

世帯は世帯主の収入によって分けられている. したがって説明変数として用いた消費支ltiの

変域は階級によって分離されしかも狭い. また世帯は収人五分位によっ分けられているの

で同一の収入階級でも収入の下限と上限は年とともに上昇する. 

 各項日に当てられた支出の消費支出に対する1次回帰式において回帰係数は、ここで扱っ

た18年間の消費支出の増加のうちで各項目に当てられた部分の平均的な比率を表す. したがっ

て回帰係数の差は消費支出の増加かどの項目に重点を置いて振り向けられたかを表す. 回

帰係数の値は項目によって異なり住居及び教育に当てられた支川以外では. 項目間の差に比

べると収入階級間の差は小さい. これは当然の結果てある. 収入が多い階級におけるほど回帰

係数が大きくなる傾向が教育に当てられた支出に関して見られ小さくなる傾向か住艦・光熱

及び保健に当てられた三一1に関して見られた. しかし. 食料・家具・被服・交通及び教養に当

てられた支出に関する式では. 1次回帰係数の人:きさと収入階級の間には関連は認められな

かった. 先に記したように子供が大学生に達した世帯は収入階級皿以上であるにしても収

入が多い階級におけるほど支出の増加の重点か益々教育に置かれたと考えられる. このことは

先に記したように教育に当てられた支出の伸び率が他の項［に当てられた支出における紳び

率よりも高いことにも見られる、これらガ高等教育指向に反映するとすれば18歳人口の減

少による大学志願者の減少を緩和することになる. しかしながら. 短期大学指向が4年制大学

から曳に大学院指向へ代わったかあるいは自宅から通学できる大学から大都市にある大学へ

と指向が変わったことの現れてあったとすれば地方の中都市にある大学一一特に自宅通学生

が主体を占める短期大学一ではすでに現れているように志願者数の減少がひどくなる可能性

がありその対策を考えなけれはならないだろう、
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4. 結 論

 本報告の目的は経済変動の一般的な傾向を見出すことでなく家政学を担当する背景情報

として. 学生が育った期間における経済変動が学生に及ぼした影響を推測し. 教育効果の向上

に役立てることであるこの点に関して前報で明らかにされた被服に当てられた支出の減少

はすべての収入階級の世帯に見られたことが明らかになった. さらにtここで扱った18年間で

教育に当てられた支出の伸びが他の項日に当てられた支出の伸びよりも大きく. 特に収入階級

皿以上ではこの伸びが大きいことと. 教育に当てられた支出の仲びが消費支出の伸びに対して

占める割合が収入階級が上がるに従って大きくなる傾向が強いことが指摘された. これは高等

教育指向が強まったためであるかより高度の教育機関への進学か大都市にある大学への進学

指向が強まったことを意味するかについて地方の中都市にある大学一特に自宅通学生が主

体を占める短期大学一では深い関心を払わなければならないだろう. 

5. 要 約

 家政学を担当するための背景情報として. 現在の学生が育った期間における学生に影響を及

ぼしそうな経済変動を調べるため［980年から97年までの各年の家計調査年報に記された収

入五分位階級別・項目別の支出を用い(i)各収入階級の世帯によって同一項目に当てられた

支出の経年変化に関する主成分分析(項日別支出の分散・共分散行列ベースと相関係数行列

ベース)(2)同一収入階級の世帯によって各項目に当てられた支出の経年変化に関する主成分

分析(収入階級別)及び(3)各項日に当てられた収入階級別の支出の年に対する1次及び2

次回帰分析及び消費支出に対する1次回帰分析を行ない次の結果が得られた. 

1. 支出を項日別に分け1司じ項目に関するSJl又入階＝級・18年問の支出に関する主成分分析の結

  果支出の経年変化の型により項目は次の3つの型に分けられる:(1)年に伴ってほぼ直

  線的に増加する一住居・光熱・保健及び交通(2)91年までほぼ直線的に増加するが

  以後は減少する一食料・家具及び被服(3)両者の中間型一消費支出・教育及び教

  養

2. バブル経済崩壊の影響は収入階級1のIV:帯によって被服に当てられた支出を含むいくつ

  かの項日に関して認められた. 

3. 同一収入階級による9項目×18年間の支出に関する主成分分析の結果によれば支出の経

  年変化はあくまでも年に対する直線的増加が基本であり. 1991年頃以後の減少を表す第2

  主成分はそれからのずれを表すに過ぎない. 

4. バブル経済崩壊によると考えられる支出の減少は. 収入が低い階級ほど遅く現れたが程

  度は大きい. 変動情報の80％までを扱うとすれば第2主成分が示す変動は考えなくてよ
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5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

10. 

11. 

い、しかし90％までを扱うとすれば. 収入の低い階級では第2主成分が示す傾向まで考

えに入れなければならないが少なくとも階級IVとVではこの傾向は考えなくてよい. 

第2主成分の因子負荷量はいずれの収入階級においても被服に当てられた支出に関して

最も大きい. 

第2主成分の影響が次に強く現れるのは食料に当てられた支出で収入階級皿まででは階

級か低いほど著しく階級IVとVではほとんど目立たない. 

ハブル経済崩壊後も住居に当てられた支出が上昇を続けた傾向は収入階級Vを除くすべ

ての階級で見られた. 

性居を除く生活の基本項日に対する支出の伸び率一(釦ノ伽ただしy)sは97年におけ

る支出)iSllは'80年における支出とする)一は1. 5以下であるが教育に当てられた支

出の伸び率は1. 99-2. 51と他に比べて著しく高かった. 特に収入階級皿以上ではこの伸び

が大きく消費支出の伸びに対して教育に当てられた支出の伸びの占める割合が収入階級

が上がるに従って大きくなる. 

収入階級比一(yv/ylただし.  Ptvは収人階級Vによる支出 ylは収入階級1による

支出とする)一によって項目は次のように分けられる(太字は格差が広がった項目)

1以下(上の階級ほど支出か少ない)一住居、 約1. 5一食料・光熱・保健

約2一家具・交通 約2. 8一被服・教養.  3以上一教育. 

年に対する2次回帰分析によって. 次のことか分かった:バブル経済崩壊による支出の減

少か最も早く現れたのは被服に当てられた支出て. '90年には現れた。減少は次に家

具に当てられた支出に現れた. しかし現れた年は収入階級によって異なる. 最も遅く現

れたのは、食料に当てられた支出で収入階級Hを除くと94年から'96年までの間で

収入が多い階級におけるほど遅く現れた. 

収入が多い階級におけるほど支出の増加の重点が益々教育に置かれた可能性が消費支出に

対する回帰分析によって分かった. 

文 献

1)河野光子・前田 弘:勤労者世帯における消費支出の動向一家政学を担当する背景情報として一t

  1世帯主の年齢階級別に関する検討下関女子短期大学紀要第17号21-39(1999｝. 

2)総収府統計局編:家計調査年報昭和55年104・一一・109(1982);昭和56年t110～115(1982);昭和57年

  150一一155(1983)日本統計協会. 

  総務庁統計局編:家計調査年報昭58年150-155(1984);昭和59年140～145(1985);昭和60年

  140～i45(1986＞;昭和6】年. 】40～145(1987);昭和62年184～189(1988);昭和63年188～193(1989)

  ;平成元年204-209(1990):平成2年220～225(1991);平成3年］. 62一一167(1992);平成4年

  168一一一173(】993＞;平成5年162-167(1994);平成6年166-171(1995);平成7年174 'v 179. (1996)

  ;平成8年176-181(1997):平成9年166一一171(1998)日本統計協会. 

39


